
 

李登輝前総統、９月に訪日の意向 
2006 年 08 月 14 日 23 時 22 分 

 台湾の李登輝（リー・トンホイ）前総統は１３日、９月に日本を訪問する意向を明らか

にした。ただ、日本の新政権発足と重なり、中国の反発も予想されることから、「（この

時期の訪日が）良いことなのかどうか慎重に検討したい」としている。  

 １４日付の台湾各紙が報じた。李前総統は松尾芭蕉の「おくのほそ道」ゆかりの地を

５月に約２週間かけて訪れる計画を立てていたが、体調を崩し延期した。体調は回復

したものの「長い旅は体がもたない」として、今回は数日間の滞在にする考えだ。一方、

自身の訪日が中国の反発を呼び、日本の新政権に負担を与えかねないことから、情

勢を慎重に見極める考えも示した。  
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